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( 7月末現在〉 前月比

人口 56，106 (-59) 
(男 27，001 ー52)
女 29，105 (-7) 
世帯数 13，567 (-29) 
出生 60 転入 305 
死亡 11 転出 413 
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司f

まず家庭より美しく。より清く 、まちは、

のまわりからそして市民が集まる公共の

場所などをみんなの力できれいにしま

一- 9月のこよみ 一一写真く大村公園附近を清掃

する婦人会の皆さん〉

しょう o

t 
〆

関東大震災記念日

二百十日

司法保護記念日

敬老の日

航空記念日

動物愛護週間

彼岸の入り

秋分の日

1日

1日

13日

15日

20日

20日

20日

23日

九
月
の
声
を
き
く
と、

一子
、
っ
と
日
足
が
短
か
く
な

…

…
り
、
あ
あ
も
う
日
暮
れ
か

…

…
と
、
ふ
と
秋
を
感
じ
さ
せ
一

一ま
す。九
月
は
一
日
が
関
東
大

…

…
震
災
記
念
日
、
二
百
十
日
一

一
に
当
り
ま
す
。
台
風
、
地
一

一
震
な
ど
の
災
害
は
い
つ
ど
一

一こ

で
お
こ
る
か
わ
か
り
ま一

一
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
準
備
一

一
を
怠
ら
な

い
よ
う
に
い
た
…

目

1
レ
キ
?
し
ょ

、っ。

一
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」…

…こ

の
日

か
ら
老
人
福
祉
週
一

一
聞
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
一

二
十
日
は
彼
岸
の
入
り
…

一
で
二
十
三
日

は
秋
分
の
日
一

一
で
す
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま

一

…
で
と
か
こ
の
こ
ろ
か
ら
秋

…

…
の
色
も
深
ま
る
こ
と
で
し
一

日よ

、っ。
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 追
突
事
故
に
注
音
吟
し
よ
う

.

.

.

 

昨
年
、
市
内
で
は
三
六
六
⑤
徐
行
違
反
六
・
六
%
@

件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、

追
越
違
反
五
・
七
%

⑦

居

一一

名
の
死
者
、
三
六
二
名
眠
運
転
五

・
五
%
と
な
っ
て

の
傷
者
を
だ
し
て
お
り
ま
す
お
り
、
そ
の
過
半
数
は
相
変

こ
れ
を
原
因
別
に
み
て
み

ま

ら

ず
安
全
運
転
違
反
に
よ
っ

す
と
、
そ

の
主
な
も
の
は

て
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

①
安
全
運
転
違
反
四
三
・
七
と
く
に
目
立

っ
て
多
く
な

っ

%

②
わ
き
見
運
転
(
安
全
た
の

は
、
車
間
距
離
不
保
持

運
転
違
反
)
八

・
七
%

③

に

よ

る

追
突
事
故
で
す
。

酒
よ
い
運
転
八

・
五

%

④

こ

の

事

故

は

、
ほ
と
ん
ど

車
間
距
離
不
保
持
七
・
七
%
も
が
追
突
し
た
方
に
過
失
が
あ

川
覧

簿
品

名

川

簿

人
山一
一

挙

川

録

選

州

捜
川
追

九
月
二
十
日
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

人
お
よ
び
選
挙
人
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る
人
を

記
載
し
た
書
面
を
、
つ

ぎ
の
と
お
り

一
般
に
縦

覧
し
ま
す
。

マ
縦
覧
期
間

九
月
八
日
か

ら
九
月
十
四

日
ま
で

マ

時

間

午

前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で

マ
縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
、
各
出
張
所

に
も
書
面
の
写
を
期
間
中

り
ま
す
が
、
そ
の
う
え
追
突

車
が
二
輪
ま
た
は
小
型
車
で

な
い
限
り
、
追
突
さ
れ
た
方

も
ほ
と
ん
ど
が
怪
我
を
し
、

し
か
も
治
療
困
難
と
さ
れ
て

い
る
厄
介
な
ム
チ
打
ち
症
と

な
り
ま
す
の
で
大
変
で
す
。

お
そ
ろ
し
い
ム
チ
打
ち
症
の

原
因
と
な
る
追
突
事
故
を
起

さ
な
い
た
め
、
ま
た
、
ム
チ

打
ち
症
に
か
か
ら
な
い
た
め

つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
新
た
に
大
村
市
に
転
入
し

た
満
二
十
才
以
上
の
人
で

九
月

一
日
現
在
で
引
続
き

三
ヶ
月
以
上
大
村
市
に
住

備
え

つ
け
て
い
ま
す
の
で
ん
で
い
る
人

閲
覧
で
き
ま
す
。

②
永
年
大
村
市
に
住
ん
で
い

な
お
、
九
月
二
十
日
に
選

る
人
で
、
九
月
一
日
現
在

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
で
満
二
十
才
に
な
っ
た
人

は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る

'
③
永
年
大
村
市
に
住
ん
で
い

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

る

、

満

二

十

才

以
上
の
人

い
る
人
を
除
き
、
九
月
二
日

で
何
ら
か
の
理
由
で
名
簿

ま
で
に
登
録
の
申

出

を

し

て

に

登

録

も
れ
の
人

，-

に
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ

う。

O
速
度
、
道
路
の
状
況
に
応

じ
て
、
常
に
追
突
し
な
い

だ
け
の
安
全
な
車
間
距
離

を
保
つ
こ
と
。

O
常
に
前
方
注
視
を
怠
ら
な

い
こ
と
。

O
無
理
な
追
越
し
は
、
絶
対

し
な
い
こ
と
。

O
ハ
シ
ド
ル
、

ブ
レ
ー
キ
は

確
実
に
操
作
し
、
決
し
て

無
謀
な
運
転
は
し
な
い
よ

う
心
掛
け
る
こ
と
。

O
国
道
、
そ
の
他
交
通
の
ひ

ん
ぱ
ん
な
幹
線
道
路
で
の

1t 
υ を

と楽
己し

とむ
| 人

現
在
、
湾
内
漁
業
が
活
発

に
な
り
、
漁
業
者
は
漁
具
ま

た
は
養
殖
物
を
敷
設
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
漁
具

が
あ
ら
さ
れ
た
り
、
操
業
の

じ
ゃ
ま
に
な
っ
た
事
例
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
海
を
楽
し

む
人
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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八
日

春
日
町
中
村
医
院

玖
島
町
松
尾
医
院
乾
馬
場

牟
田
整
形
竹
松
原
医
院

ゆ
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
禾
は

+
五
日

玖
島
町
寺
井
医
小
「
か
」
と
読
み
、
草
や
木
の
こ

院
並
松
町
野
口
医
院

向
w

と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
草
や

陽
町
中
島
医
院
原
口
橋
口
小
木
に
実
が
な
り
、
こ
れ
を
火

医
院

-

w

で
調
理
す
る
季
節
を
、「
秋
」

二
十
二
日

東
本
町
近
藤

川
と
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま

医

院

本

町

岩

崎

眼

科

乾

w

す。

馬
場
松
永
医
院

一
ノ
郷
渡

川

和
名
の
「
あ
き」

は
、
こ

辺
医
院

w

の
季
節
に
な
る
と
穀
物
が
成

一
二
十
九
日

東
三
城
町
東
ケ
熟
し
、
食
物
が
満
ち
飽
き
る

医

院

袋

町

後
藤
医
院

乾

w

ほ
ど
豊
か
に
な
る
こ
と
か
ら

馬
場
田
中
医
院

一の

郷
毛
ふ
「
飽
(
あ
き
)
」
と
呼
ば
れ
た

利

医

院

と

す

る

説

が
あ
り
ま
す
。

1.; 

.') 
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百日咳およびジフテリア(混合〉の予防'接

種をつぎのとおりおこないます。

b接種対象者

①初回免疫者 (第1期のもの)

昭和43年1月1日から 5月31日までに生

れたものおよびこれ以前に生れたものでま

だ初回免疫接種が完了していないもの。

②追加免疫者 (第2期のもの〉

初回免疫接種が完了後1年から 1年半に

いたる期間のものおよびこの期間に接種が

でぎなかったもの。

b料金 無料

なお、脚気、しんぞう、 じんぞう、呼吸器

疾患および胸腺淋巴体質の人は、接種する前

に医師に相談してから接種してくださし、。

b日程 別表のとおり ，

時間はいづれも午後2時から3時30分まで。

マ
申
込
方
法

十
月
十
日
ま
で

に
福
祉
事
務
所

ま
で
申
し
こ
ん

で
く
だ
さ
い
。

マ
診
査
料

無
料

な
お
、
受
診
申
込
者
に
は

直
ち
に
老
人
健
康
診
査
記

録
票
を
交
付
!
ま
す
の
で

そ
の
記
録
票
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
を
記
入
し

七
医
院
に
だ
し
て
受
診
し

て
，く
だ
さ
い
。

-副・・・副・・・
E
圃
副
.
副

F

h

/

お
レ
ヅ
ゼ

昭和43年9月1日

の予防接種を

.. 

老
人
の
健
康
診
査

老
人
が
健
康
な
生
活
を
送

る
に
は
、
ま
ず
病
気
の
予
防

が
第
一
で
す
。
そ
こ
で
つ
ぎ

の
と
お
り
老
人
の
健
康
診
査

を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
多
数

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
期
限

十
月
末
日
ま
で

マ
受
診
場
所

市
内
の
内
科
系
開
業
医
院

(
公
立
の
医
療
機
関
を
除

く
)

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

百日咳
ジフテリヤ

五
、
六
年
生
の
男
の
子

マ
申
込
み
方
法

社
会
教
育

課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

マ
〆
切

九
月
二
十
四
日

の
基
礎
作
り
を
続
け
て
い
る

少
年
の
団
体
で
す
。

本
年
度
は
、
隊
員
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

|実施月日 実施場所 実 施時間

9月 6日 萱瀬出張所 9.30---12.0。
9月 9日 三浦診療所 13.00---15.30 

9.30---12.0。母
9月 13日 竹松出張所 9.30---15.00 言
9月 16日 松原出張所 9.30---日 診 l
9月 17日 福重出張所 9.30---12.00 I 

援
護
事
務
の
巡
回
相
談

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊

員
を
募
集
し
ま
す

県
援
護
課
で
は
、
旧
軍
人

軍
属
の
思
給
、
扶
助
料
、
戦

傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
な
ど

の
援
護
関
係
事
務
に
つ
い
て

巡
回
相
談
を
つ
ぎ
の
と
お
り

お
こ
な
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
権
利
を
有
し

な
が
ら
未
請
求
の
た
め
時
効

と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
ご

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い

マ
日
時
九
月
十
六
日
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

マ
場
所

市
役
所
第
二
会
議

室

ボ
ー
イ
ス
カ
ワ
ト
は
、
健

康
な
体
と
心
を
養
う
た
め
、

定
例
的
に
規
律
あ
る
訓
練
を

し
て
立
派
な
社
会
人
と
し
て

マ
資
格
満
六
十
五
才
以
上
の
人
で

現
在
医
師
の
治
療
を
受
け

て
い
な
い
人

り

マ
募
集
人
員

四
O
名

マ
資
格

大
村、

三
城
、
西

大
村
、
中
央
小
学
校
の
四、

。00
0
0
0
0

大村市政だよ

市
民
相
談
室
の
ご
案
内

市
民
相
談
室
は
、
市
の
行

政
に
つ
い
て
の
要
望
、
苦
情

意
見
な
ど
の
ほ
か
、
身
近
か

な
民
事
、
家
庭
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
相
談
を
お
う
け
し

て
問
題
の
解
決
を
は
か
る
た

め
に
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

'(3) 

。00
0
0
0
0
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〈
自
衛
官
募
集
要
領
は
〉

こ
う
な
っ
て
い
ま
す

市
民
課
ま
た
は
自
衛
隊

地
方
連
絡
部
同
出
張
所

(
大
村
部
隊
内
)

②
志
願
票
の
提
出
先

市
民
課
ま
た
は
自
衛
隊

地
方
連
絡
部
同
出
張
所

③
志
願
受
付

マ
受
験
資
格

入
隊
す
る
月
の

一
日
現
在

で
満
十
八
才
以
上
二
十
五

才
未
満
の
日
本
国
籍
の
男

子
マ
志
願
の
手
続

①
志
願
票
の
請
求
先

い
つ
で
も
受
付
け
ま
す

た
だ
し
、
土
曜
日
の
午

後
及
び
日
曜
祭
日
は
受

付
ま
せ
ん

マ
試
験
場
お
よ
び
期
日

毎
週
金
曜
日
、
大
村
部
隊

内
地
方
連
絡
部
に
て
実
施

各
人
に
は
志
願
票
交
付
の

際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
、

ス
ポ
ー
ツ
復
興
の
第
一

歩
を
力
強
く
ふ
み
だ
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
の
成
功
は
、

国
民
に
力
強
い
自
信
を
あ
た

に
持
ち
ま
わ
り
で
開
催
さ
れ
え
、
新
日
本
建
設
の
意
欲
を

て
お
り
ま
す
が
、
今
日

で
は
高
め
る
の
に
大
き
な
役
割
り

国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
し

を
は
た
し
ま
し
た
。

て
国
家
的
な
行
事
と
さ
え
な
第
二
回
大
会
(
昭
沼
年
)

っ
て
お
り
ま
す
。

国
体
マ

i
ク
と
「
若
い

以
下
回
を
か
さ
ね
て
国
体

力
」
を
制
定

の
あ
し
あ
と
を
ふ
り
か
え

っ

石

川

県

で

お
こ
な
わ
れ
ま

で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
、
当
時
の
世
相
は
生

第
一
回
大
会

(
昭
幻
年
)
活
が
苦
し
い
だ
け
で
な
く
思

ス
ポ
ー
ツ
復
興
の
第
一
歩

想
的
に
も
大
き
く
ゆ
れ
う
ご

京
都
を
中
心
に
大
阪
、
兵
く
混
乱
の

と
き
で
し
た
。
し

庫
、
奈
良
、
滋
賀
の
各
府
県
か
し
、
開
会
式
に
北
陸
地
方

で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

を
巡
幸
中
の
天
皇
陛
下
を
お

戦
後
の

さ
ま
ざ
ま
な
悪
条
件
迎
え
し
、
メ
イ
シ
ポ

i
ル
に

を
の
り
こ
え
て
全
国
か
ら
参
戦
後
は
じ
め
て
の

日
の
丸
が

加
し
た
選
手
は
五
、
六
六
七
高
々
と
か
か
げ
ら
れ
ま
し

国
体
の
歴
史その
一

国
体
は
、
第
二
次
世
界
大

即
戦
で
う
ち
ひ
し
が
れ
夢
も
希

吋
望
も
失
な
い
か
け
て
い
た
国

w

民
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
と
お
し

m

て
、
明
る
さ
と
自
信
、
明
日

w

を
つ
く
る
意
欲
を
高
め
さ
せ

m

ょ
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で

w

す。

小

昭
和
二
十
一

年
戦
災
を
ま

叩
ぬ
が
れ
た
京
都
市
を
中
心
に

間
近
畿
一
円
を
会
場
と
し
て
財

N

団
法
人
日
本
体
育
協
会
主
催

w

の
も
と
に
第

一
回
大
会
が
開

小
ら
か
れ
て
以
来
、
全
国
各
地

f 

j 
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マ
試
験
科
目

筆
記
試
験
、

白
述
試
験
、
身
体
検
査

マ
合
格
の
発
表

試
験
後
お

お
む
ね

一
ヶ
月
で
採
用
予

定
通
知
書
及
び
入
隊
案
内

書
が
送
付
さ
れ
ま
す

マ
入
隊

陸
上
は
毎
月
海
上

航
空
は
二

t
三
ヶ
月
に

一

回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ

の
大
会
か
ら
国
w

体
の
マ

l
ク
と
歌
「
若
い
力
」、

が
制
走
さ
れ
ま
し
た
。

た。写
真
〈
国
体
の
入
場
式
(
埼

玉
国
体
に
て

)V

(連)園中老丈~Iま工多予定日
一ーはあ主災害各娘

引い‘え1~

水
道
管
布
設
に
よ
る

交
通
制
限
に
つ
い
て

水
道
布
設
第
五
回
拡
張
工

事
の
た
め
、

つ
ぎ
の
と
お
り

配
水
管
の
布
設
工
事
を
施
工

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。
な
お
、
と
く
に
耕
作
者
の

み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

マ
場
所

富
ノ
原
郷
、
竹
松

郷
お
よ
び
黒
丸
郷
の

一
部

九
電
社
、
宅(

別
図
の
と
お
り
)

マ
期
間
九
月
一
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
ま
で

な
お
、
天
候
そ
の
他
の
事

情
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

寄

R普

武
部
郷
九
九
番
地
井
手
潔

氏
か
ら
ご
母
堂
の
香
典
返
し

と
し
て
市
立
病
院
に
つ
ぎ
の

と
お
り
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

マ
寄
贈
物
件

鋼
製
書
架

一

ムロ
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